


株式会社ダイニッセイで、工事部に所属する
告瀨慎太郎。入社以来、現場一筋で経験を積み、
現在はサブリーダーとして、多くの職人たちをま
とめ、手腕を振るっている。周囲の信頼も厚い告
瀨に、これまでで印象に残った経験や仕事に対す
る思いについて話を聞いた。

雰囲気の良さに引かれて
現在、有望な若手として実力を発揮している
告瀨は、高校卒業後の２０１１年に入社した。就
職活動時期、学校に多くの求人が集まる中で、目
に留まったのはダイニッセイの求人票。もとも
と、体力を使う仕事にも興味があった上、都会
での暮らしに憧れを抱いていたこともあり、心
引かれて選考に臨んだところ、とても良い雰囲
気で、ますます入社したい思いが募ったという。
晴れてダイニッセイの一員となった後は、必
死になって仕事を覚えたが、初めの頃は肉体的
にも大変なときが多かった。扱う鉄筋は想像以
上に重たく、１日を終えて部屋に戻った際には、
腕に力が入らずドアノブすら回せない有様。同

期と励まし合いながら奮闘した日々は、懐かし
い思い出だという。

初めての職長。一歩を踏み出す
その後、現場での業務を必死でこなしていくう
ちに、職人として一通りの技能は身に付いた。仕
事振りが認められ、2 年前に初めて職長を任せて
もらった。嬉しい反面、すぐに職長の責任の重さ
を思い知った。
それまで先輩職長の下で、自分の役割を果た
していたが、たとえ小さな現場でも、職長とな
ればやらなければならない仕事の量も質も違っ
てくる。全体の段取りを指揮し、必要なものを
全て揃え、搬入に対して決定を下す。現場の一
切を取り仕切る長として奔走し、気を配る毎日
を体験した。
初めて手掛けた工事は忘れられない。鉄骨平屋
の倉庫を２棟建てる工事で、不安はあったが、と
にかく事故だけは起こさないよう、細心の注意を
払って仕事に臨んだ。そして思いの他スムーズに
事が運めることができた。現場では、工期の遅れ
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や思わぬトラブルなどが発生する場合も少なく
ないが、そういった問題もなく、無事に工事を終
えることができたのだ。
「これが自分の職長としての初仕事だと周囲が
知っていたこともあり、先輩方には随分と助けて
もらいました」。
知識や経験が足りずに戸惑う場面もあったが、
心配して見にきてくれた先輩にアドバイスをも
らうなど、多くの仲間のサポートを受けて、１つ
の工事をやり遂げたのである。

リーダーとしての心構え
このようにして、職長として学んだ点はいくつ
もあるが、常に意識しているのが、「即断即決」
だ。現場では、問題が生じた際に速やかに判断で
きなければ、そこで作業が止まり時間のロスをま
ねいてしまう。一方、再開を急ぐあまり曖昧なま
ま進めてしまえば、後々のやり直しにつながりか
ねないため、慎重を期する必要もある。
現場は１つとして同じものはなく、似ていても
工事のやり方や進める順番は異なるため、あらゆ
る場面をスムーズに回すためには、膨大な知識を
蓄積しておかなくてはならない。それゆえ勉強は
怠らず、現場には先入観を持たずに入り、手順を
間違える恐れがある箇所などをチェックしてい
るのである。

目標に向かって
告瀬にとって今年はこの仕事に就いてまもな
く 10 年を迎える節目の年となる。
「同じ鉄筋工事でも、場面によって作業が異な
るため、それを見極めながら綺麗に完成させる
のが大きなやり甲斐であり、達成感につながり
ます」。
細部まで責任を持ってやり切ることを己に課
している告瀨。真摯に仕事に取り組む姿を見せる
ことで、若手に学んでほしいという思いもある。
例えば、鉄筋の基本作業は、３～４年現場に出て
いるとある程度はできるようになるが、そこから
の技術習得は本人次第。告瀬は若手の指導や技術
向上にも力を入れるとともに、自身も己の技術に
未だ満足しておらず、熟練の先輩たちを見習って
いるところだという。
今後の目標については、「まずは一人前の職長
として認められること。そして、いずれは大きい
現場を任されるようになりたい」と語る告瀬。現
場は大きければ大きいほど大変だが、そこに挑戦
していきたいという熱意を持っているのだ。覚え
ることは山積みで精進あるのみだが、負けず嫌い
な性分も幸いし、この先も高みを目指すことには
楽しみを覚えているという。告瀨の成長と活躍
に、今後も注目したい。




















